
どうして海は、浜辺に暮らす人たちに怒りを 
あらわすようになったのでしょう？ 
どうして、毎日海にでる漁師たちをよろこんで 
受け入れてくれなくなったのでしょうか。 
カニや魚たちが遠いところに行ってしまったのは、 
海が怒っているから？ 
 
ケソン州ペレーズ町の子どもたちによる物語を通し
て、どのようにして浜辺が色とりどりのモノで埋め尽
くされていってしまったのか、見ていきましょう。 

「海が怒っている」 



この本は、アクセスが実施する子ども教育プログラムの一環として制作され、
フィリピンのケソン州ペレーズ町で出版したものです。 
 
プログラムに参加した子どもたちの経験をモチーフとし、子どもの権利と、
権利侵害についての意識を高めることを目的として、制作されました。 
 
この本の基となったエピソードは、アクセスが子どもたちを対象に実施して
きた補習授業で子どもたちが語ってくれたものです。絵を描いたり、文章を
書いたり、他の人たちの前で自分の物語について発表したりといった活動を
通して、子どもたちが家庭や学校や地域での経験について、子どもの権利と
関連付けながら、感じ、考え、学べるよう働きかけました。 
 
そうした活動の中で、子どもたちは、自らの幼少期の経験や、自分が直面し
たことのある問題などをふりかえることを通じて、この本の核となる物語を
考え出しました。 
 
それでは、ペレーズの子どもたちの体験に基づいた物語を見ていきましょう。 
 
 
 



昔々、まだ小船で海にでる人たちが 
少なかったころのお話しです。 
漁師たちは、毎日、小船に乗って海に出ていました。 
漁師たちは、家族が食べるのに十分な量の魚だけを
捕って暮らしていました。 
小さな魚は逃がしてあげられるように、 
網は、目の大きいものを使っていました。 
漁師たちが海を大切にしていたおかげで、 
海はいつも穏やかで楽しい場所でした。 

時が経つにつれ、 
村に暮らす人々の数は増えていきました。 
海岸沿いに暮らすのは10家族だけだったのが、 
5家族増え、10家族増え、 
100家族へと増えていきました。 



住民が増えていくにつれ、それぞれの家には、 
いろんなものが増えていきました。 
色とりどりのゴムでできたサンダルや、 
シャンプーのボトル、カラフルなプラスチック製の 
おもちゃなどです。 
そうして人々はだんだん、 
物の置き場に困るようになりました。 

番犬が眠る床下に 
サンダルを置かせてもらっちゃおうかな？ 

お母さんの台所に 
おもちゃを隠させてもらうのも
ありかな？ 

空のペットボトルや、 
使い切ったシャンプーの入れ物を
窓の外に捨てるのはどうかな？ 



次第に、海岸沿いまで 
物が散らかってしまうようになりました。 
波が打ち寄せるたび、 
砂浜にあるプラスチックなどが 
一緒に飲み込まれています。 
とうとう、漁師が海で魚を捕る時の網にも、 
いろんなビニール袋やプラスチック製のパックなどが
魚と一緒に引っかかるようになりました。 

漁師たちは困りました。 
昔は、網にたくさんの 
海産物や魚がかかっていたのに、 
今ではすっかり 
少なくなりました。 
 
そのため、漁師たちは、 
ほとんど売るものが 
なくなってしまいました。 
お母さんたちも 
心配しています。 

おいしい海産物を食べて、元気だった子どもたちが
瘦せてしまいました。 
子どもたちが健康にすくすく育っていくためには、
栄養のある食事が必要なのに。 



子どもたちは不思議に思いました。 
海に浮かぶ、色とりどりのプラスチック製品は 
どこから来たのだろう？ 
以前、海辺には、カニや貝殻が流れ着いてきていたのに、 
どうして毎朝、海岸には、片っぽだけのサンダルや、 
石鹸のビニール袋などばかり、流れついているんだろう？ 

海が怒って、 
カニやツブ貝などを 
遠いところに 
帰らせてしまったのかな？ 

このままずっと、海が荒れた状態が続くのが 
恐くなった子どもたちは、 
集まって話し合いをすることにしました。 
“こんなのはおかしい”と、一人の子どもが 
砂浜にあるゴミを見つめながら言いました。 
“私たち、何かをしないと” と、続けてもう一人の子どもが 
真剣に考えながら言いました。 
清潔できれいな環境で暮らし育つ権利が 
子どもにはあるはずなのに、と 
子どもたちは、不安になりました。 
そして、子どもたちは一生懸命、掃除し始めました。 
ほかの友だちも呼んで、砂浜にあるゴミを片付けるのに 
協力してもらいました。 
そして、海の中のゴミも片付けられるように、 
漁師の力を貸してほしいとお願いしました。 

そして、村の村長たちにも話をし、もっと多くの人たちが 
ゴミの分別とリサイクルに取り組むように 
協力をお願いしました。 
そうして地域の人たちみんなが、 
子どもたちが健康で安全に暮らせるように、 
協力し合うようになっていきました。 



みんな、もう一度、海がきれいになるように願っています。 
海岸を埋め尽くすゴミのいやな臭いが 
なくなっていきますように。 
木材やヤシ殻や割れたガラスでできたものの代わりに、 
家の中でゴミとして蓄積されていたプラスチックを 
再利用してモノを作るようになりました。 

いつかまた海に笑顔がもどり、 
漁師たちの網にもたくさんの魚が
かかるようになるはずです。 



１．この物語の主なメイントピックは何でしたか？ 

２．この物語で描かれている村の様子を 
自分たちのコミュニティと比べてみると、 
どんな共通点や違いがありますか？ 

３．子どもたちがあの状況で取った行動は、 
どうして重要なのでしょうか？ 
もしも、行動しなかったらどうなっていたでしょうか？ 

４．もしもあなたがこの物語の登場人物の 
一人なら、どのような行動、または解決策を 
提案しますか？ 

５．この物語では、どんな「子どもたちの権利」が 
描かれていましたか？ 
実際の生活で、それらの権利の侵害を見たり、聴いたり、 
体験したことがありますか？ 
また、それらの権利を主張したことがありますか？ 



この物語は、「子どもにやさしい暮らしと健康」という視点で、 
子どもの権利を扱っています。 
国連が定めた、子どもの権利条約第6条と第24条によれば、 
すべての子どもは、生きる権利・育つ権利をもっています。 
そして、子どもは、健康でいられ、必要な医療や保健サービスを 
受ける権利をもっています。 
清潔な環境を保つために必要な物や、きれいな水、 
そして栄養のある食事も、子どもの権利に含まれます。 
これらを実現し、維持するためには、政府の十分なサポートが必要
です。 
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